
俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
八
十
一
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
十
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                      

第
百
七
十
九
回 

平
成
二
十
五
年
二
月
十
四
日(

木) 

兼
題 

「
初
午
」「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
」「
蕗ふ

き

の
薹と

う

」 

「
雪
解
」 

句
座 

「
喜
久
屋 

駒
井
」
東
山
区
川
端
通
松
原
上
ル 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

待
ち
か
ね
て
前
に
あ
そ
こ
に
蕗
の
と
う 

 
 

紫
峰 

✧
蕗
の
薹
淡
雪
の
下
で
か
く
れ
ん
ぼ 

 
 

 
 

爽
風 

石
段
を
孫
の
手
引
い
て
初
詣 

 
 

 
 

 
 

巽 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
か
か
わ
り
な
く
て
十
二
年 

 

陵
南 

よ
き
兆
し
孫
の
笑
顔
が
初
夢
に 

 
 

 
 

 

紫
峰 

✧
走
り
根
に
そ
い
て
雪
解
大
師
堂 

 
 

 
 

 
 

尚
信 

蕗
の
薹
一
味
苦
む
懐
石
か 

 
 

 
 

 
 

 

野
一 

初
夢
を
見
た
さ
に
早
く
床
に
着
く 

 
 

 
 

み
つ
へ 

誰
あ
げ
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
数
か
ぞ
え 

 

み
つ
へ 

蕗
の
薹
見
つ
け
微
笑
む
老
夫
婦 

 
 

 
 

 

爽
風 

元
旦
に
祝
酒
飲
み
二
度
寝
せ
り 

 
 

 
 

 

野
一 

雪
解
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
干
魚
売
り 

 
 

 

尚
信 

初
午
や
末
社
稲
荷
の
鈴
の
音
が 

 
 

 
 

 

尚
信 

初
句
会
字
余
り
字
足
ら
ず
舌
足
ら
ず 

 
 

 

窓
外 

山
寺
や
手
水
鉢
に
う
す
氷
り 

 
 

 
 

 
 

佐
伯 

初
午
や
手
を
と
り
あ
っ
て
古
希
と
喜
寿 

 
 

陵
南 

孫
の
チ
ョ
コ
も
ら
っ
て
う
れ
し
バ
レ
ン
タ
イ
ン  

佐
伯 

✧
居
酒
屋
の
品
書
変
へ
て
蕗
の
と
う 

 
 

 
 

陵
南 

ほ
ろ
苦
い
季
節
の
恵
み
蕗
の
薹 

 
 

 
 

 

巽 

    

第
百
八
十
回 

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日(

火) 

兼
題 

「
石
畳
」「
お
し
ろ
い
」「
公
園
」 

吟
行 

「
円
山
公
園
・
祇
園
花
見
小
路
」
界
隈 

句
座 

「
た
ん
周
」
東
山
区
花
見
小
路
末
吉
町
西
入
ル 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

春
雨
に
花
影
も
映
し
石
畳 

 
 

 
 

 
 

 

紫
峰 

み
ち
の
く
へ
桜
前
線
な
お
遠
く 

 
 

 
 

 

窓
外 

啓
蟄
や
虫
を
見
紛
ふ
石
畳 

 
 

 
 

 
 

 

尚
信 

お
し
ろ
い
の
白
き
顔
さ
す
春
光
り 

 
 

 
 

み
つ
へ 

石
畳
花
見
小
路
で
春
の
句
座 

 
 

 
 

 
 

尚
信 

い
づ
こ
よ
り
ひ
と
ひ
ら
格
子
戸
石
畳 

 
 

 

窓
外 

石
段
の
す
み
に
咲
く
花
た
ん
ぽ
ぽ
か 

 
 

 

佐
伯 

平成２６年１月２９日「田ごと 本店」にて 

俳句同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 



潔
よ
し
散
花
の
あ
と
の
青
葉
ま
た 

 
 

 
 

紫
峰 

春
風
に
木
漏
れ
日
映
え
し
石
畳 

 
 

 
 

 

紫
峰 

✧
お
し
ろ
い
に
時
間
が
溶
け
る
花
見
酒 

 
 

 
 

進
藤 

花
ま
つ
り
お
し
ろ
い
顔
の
地
蔵
尊 

 
 

 
 

尚
信 

花
果
つ
も
八
坂
神
社
の
人
手
か
な 

 
 

 
 

窓
外 

石
畳
通
り
す
ぎ
れ
ば
花
の
中 

 
 

 
 

 
 

陵
南 

白
粉
と
口
紅
つ
け
て
七
五
三 

 
 

 
 

 
 

陵
南 

柳
の
芽
公
園
の
土
手
緑
冴
え 

 
 

 
 

 
 

野
一 

    

第
百
八
十
一
回 

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
六
日(

木) 

兼
題 

「
街
」「
市(

場)

」「
保
存
」「
猛
暑
」 

吟
行 

「
田
の
字
地
区
」
界
隈 

句
座 

「
田
ご
と
」
四
条
河
原
町
西
入
ル
北
側 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

地
蔵
盆
猛
暑
の
街
の
辻
奥
に 

 
 

 
 

 
 

尚
信 

し
ず
け
さ
や
保
存
家
屋
に
伸
び
る
蔦 

 
 

 

陵
南 

秋
風
に
往
時
を
偲
ぶ
赤
レ
ン
ガ 

 
 

 
 

 

紫
峰 

電
線
の
譜
面
奏
で
る
名
月
や 

 
 

 
 

 
 

桜
井 

雨
あ
が
り
暑
さ
負
け
じ
と
せ
み
の
声 

 
 

 

み
つ
へ 

堪
忍
も
も
は
や
こ
れ
ま
で
こ
の
暑
さ 

 
 

 

紫
峰 

錦
市
威
勢
よ
き
声
秋
刀
魚
買
う 

 
 

 
 

 

野
一 

街
角
で
柚
子
の
香
り
や
老
舗
か
な 

 
 

 
 

巽 

京
の
街
朱あ

か

い
レ
ン
ガ
と
蔦
の
碧あ

お 
 

 
 

 
 

紫
峰 

猛
暑
日
と
猛
雨
日
あ
え
ぐ
地
球
か
な 

 
 

 

野
一 

古
き
街
保
存
手
入
れ
に
秋
立
ち
ぬ 

 
 

 
 

陵
南 

ま
ち
な
み
に
蔦
か
ら
む
家
た
た
ず
ん
で 

 
 

進
藤 

秋
風
の
通
り
ぬ
け
る
や
京
の
街 

 
 

 
 

 

陵
南 

秋
日
和
自
分
の
影
と
街
を
行
く 

 
 

 
 

 

野
一 

✧
街
中
の
レ
ン
ガ
造
り
に
鰯
雲 

 
 

 
 

 
 

巽 
家
辺
徳
に
ハ
レ
の
慶
び
秋
の
空 

 
 

 
 

 

進
藤 

根
を
あ
げ
る
浴
衣
の
裾
の
か
ら
み
つ
き 

 
 

み
つ
へ 

あ
り
が
た
き
友
よ
り
梨
の
届
き
た
り 

 
 

 

爽
風 

雨
台
風
想
定
外
の
雨
量
か
な 

 
 

 
 

 
 

佐
伯 

市
場
に
て
秋
茄
子
の
味
待
ち
き
れ
ず 

 
 

 

桜
井 

✧
御
所
を
抜
け
丸
竹
夷
で
蝉
が
止
み 

 
 

 
 

 

爽
風 

さ
だ
ま
ら
ぬ
保
存
袋
に
も
ど
り
夏 

 
 

 
 

尚
信 

 

（
✧･･･

各
句
会
の
最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。） 

追
記 

当
同
好
会
も
少
し
ず
つ
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
充
実
し

て
来
ま
し
た
。 

ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
優
し
く
指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
。

是
非
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。投
句
も
歓
迎
で
す
。 

山
科 

爽
風 

   

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正
会
員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

㈱
昭
和
電
工
社 

 
 
 

進
藤 

久
和 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 

 
 
 
 

特
別
参
加 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 

下
里 

尚
信 

三
木 

一
義
（
窓
外
） 

  
 
 
 

投
句 

巽 
 

信
吾
（
事
務
局 

元
職
員
） 

桜
井 

舞
子
（
事
務
局 

元
職
員
） 

俳句同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

平
成
二
十
六
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
五
十
七
号
掲
載 

 



俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

一
般
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を

重
ね
て
、第
百
八
十
三
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
十
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                      

第
百
八
十
二
回 

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
日(

木) 

兼
題 

「
初
句
会
」「
三
が
日
」「
初
富
士
」「
出
初
」 

句
座 

「
田
ご
と 

本
店
」（
四
条
河
原
町
西
入
る
北
側
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 
      

✧ 

         

朝
日
さ
す
富
士
の
お
山
は
神
の
山 

 

三
が
日
長
命
無
欲
酒
ひ
か
え 

亡
き
父
の
遺
影
と
語
る
三
が
日 

や
れ
嬉
し
句
友
の
笑
顔
と
初
句
会 

木
枯
や
お
地
蔵
さ
ん
も
さ
む
か
ろ
う 

縮
こ
ま
る
背
中
伸
ば
せ
と
冬
立
木 

去
年
今
年
同
じ
流
水
の
四
条
橋 

上
を
向
き
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ぞ
出
初
式 

懐
か
し
き
声
が
あ
ふ
れ
る
三
が
日 

は
っ
ぴ
よ
し
鳶
勢
ぞ
ろ
い
出
初
晴 

町
内
の
灯
は
こ
と
の
ほ
か
三
が
日 

着
ぶ
く
れ
が
京
ま
で
ラ
ッ
シ
ュ
雨
の
朝 

鴨
河
原
北
山
霞
む
冬
の
雨 

佐
伯 

陵
南 

 

進
藤 

紫
峰 

佐
伯 

巽 陵
南 

進
藤 

桜
井 

窓
外 

尚
信 

尚
信 

巽 

             

 

囲
ま
れ
て
美
味
い
物
食
べ
初
句
会 

吟
醸
酒
三
が
日
く
る
く
る
猪
口
の
底 

灯
に
入
れ
る
御
籤
の
託
宣
三
が
日 

初
富
士
は
末
広
が
り
の
め
で
た
さ
や 

三
が
日
娘
の
酌
で
箸
す
す
み 

孫
が
出
来
て
ん
や
わ
ん
や
の
三
が
日 

連
日
の
酒
抜
け
き
ら
ぬ
初
出
の
日 

執
念
で
一
句
入
っ
た
ぞ
初
句
会 

出
初
式
二
日
酔
い
抜
け
凛
と
す
る 

寒
風
に
水
に
虹
映
え
出
初
式 

恙つ
つ
が

無
く
越
え
来
し
米
寿
の
初
句
会 

北
陸
路
敦
賀
の
先
は
雪
景
色 

 

野
一 

窓
外 

尚
信 

桜
井 

爽
風 

野
一 

爽
風 

窓
外 

野
一 

紫
峰 

 

陵
南 

佐
伯 

平成２７年１月２９日「入舟」にて 

俳句同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 



第
百
八
十
三
回 

平
成
二
十
六
年
六
月
九
日(

月) 
兼
題 
「
梅
雨
」「
蛍
」「
紫
陽
花
」「
鮎
」 

吟
行 
「
高
台
寺 

一
円
」 

句
座 

「
あ
き
し
の
」
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

地
下
二
階 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 

    

（
✧･･･

各
句
会
の
最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。） 

追
記 

最
近
の
句
会
の
特
徴
と
し
て
、
新
規
加
入
の
進
藤
さ

ん
、
投
句
参
加
の
事
務
局
巽
局
長
と
桜
井
さ
ん
が
大
活

躍
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

句
会
で
は
陵
南
（
石
崎
さ
ん
）、
窓
外
（
三
木
さ
ん
）、

尚
信
（
下
里
さ
ん
）
の
３
人
の
ベ
テ
ラ
ン
が
優
し
く
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
解
り
易
く
指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
。

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
、
愉
快
な
お
喋
り
も
句
会
の
醍

醐
味
の
一
つ
で
す
。 

自
分
の
作
っ
た
、
こ
の
世
に
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い

句
が
少
し
ず
つ
増
え
、
そ
し
て
残
っ
て
行
く
こ
と
は
楽

し
い
も
の
で
す
よ
。 

会
員
が
お
誘
い
い
た
し
ま
し
た
ら
、
あ
な
た
も
是
非

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

山
科 

爽
風 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

正
会
員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

㈱
昭
和
電
工
社 

 
 
 

進
藤 

久
和 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄
（
爽
風
） 

 
 
 
 
 

特
別
参
加 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 

下
里 

尚
信 

三
木 

一
義
（
窓
外
） 

  
 
 
 

投
句 

巽 
 

信
吾
（
事
務
局 

元
職
員
） 

桜
井 

舞
子
（
事
務
局 

元
職
員
） 

           

✧ 

 

走
り
梅
雨
季
節
気
分
の
せ
め
ぎ
あ
い 

竹
箸
も
い
ろ
ど
り
の
う
ち
鮎
料
理 

塩
焼
き
の
鮎
を
食
べ
た
し
和
知
の
幸 

梅
雨
め
い
て
雫

し
ず
く

き
ら
め
き
萌
葱
色 

小
雨
降
る
紫
陽
花
寺
に
傘
の
む
れ 

焼
き
鮎
の
頭
も
食
べ
る
釣
り
名
人 

姫
蛍
せ
わ
し
く
光
る
過
疎
の
村 

ど
う
食
べ
る
意
見
別
れ
る
鮎
二
匹
き 

走
り
梅
雨
雨う

意い

に
鳴
く
音ね

も
二
つ
三
つ 

梅
雨
に
咲
く
青
黄
桃
色
傘
の
花 

緑
陰
の
う
た
た
寝
鮎
の
跳は

ね
て
お
り 

紫
陽
花
に
道
塞
が
れ
て
袖
濡
れ
る 

カ
キ
氷
ひ
と
息
つ
い
て
ね
ね
の
道 

尚
信 

陵
南 

桜
井 

 

紫
峰 

野
一 

進
藤 

陵
南 

宮
本 

 

尚
信 

桜
井 

 

爽
風 

進
藤 

巽 

            

梅
雨
じ
た
く
カ
サ
と
カ
ッ
パ
を
買
い
揃
え 

梅
雨
入
り
と
宣
言
す
る
は
テ
レ
ビ
な
り 

源
平
の
遺
恨
も
彼
方
蛍
舞
う 

水
遣や

り
の
手
間
が
省
け
て
梅
雨
も
良
し 

鮎
遊
び
竿
に
受
け
る
か
あ
の
当
た
り 

あ
じ
さ
い
や
雨
を
吸
っ
た
か
あ
ざ
や
か
に 

清
流
が
戻
っ
て
き
た
と
蛍
舞
う 

い
つ
か
ま
た
蛍
乱
舞
の
里
と
な
れ 

紫
陽
花
は
水
色
が
よ
し
三
室
戸
寺 

梅
雨
の
朝
砂
場
に
ひ
と
つ
三
輪
車 

梅
雨
晴
れ
間
天
空
よ
ぎ
る
流
れ
星 

思
い
つ
め
蛍

ほ
た
る

灯あ
か

り
に
寂さ

び

求
め 

佐
伯 

宮
本 

巽 

 

爽
風 

 

野
一 

佐
伯 

進
藤 

爽
風 

陵
南 

陵
南 

巽 

 

紫
峰 

俳句同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

平
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一
月 

協
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広
報
誌 

第
五
十
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掲
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俳
句
同
好
会 

 
 
 

代
表
世
話
人 

小
野 

野
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 

山
科 

爽
風 

  

一
般
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を

重
ね
て
、第
百
八
十
五
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
九
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                      

第
百
八
十
四
回 

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日(

木) 

兼
題 

「
初
詣
」「
年
賀
」「
雑
煮
」「
注
連
飾
」 

句
座 

「
入
舟
」
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

六
階 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

 第
百
八
十
五
回 

平
成
二
十
七
年
四
月
八
日(

水) 

兼
題 

「
桃
」「
梅
」「
桜
」「
春
風
」「
水
」 

句
座 

「
南
禅
寺 

菊
水
」
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町
三
十
一 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

               

初
詣
皆
ん
な
で
頼
む
良
い
年
に 

北
陸
路
大
雪
見
た
り
汽
車
の
窓 

大
雪
に
卒
寿
を
寿
ぐ
年
賀
か
な 

食
べ
過
ぎ
に
運
動
を
か
ね
初
詣 

黒
豆
の
色
艶
や
か
に
朱
塗
膳 

初
春
や
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
雪
だ
る
ま 

闘
病
の
友
よ
り
く
れ
し
年
賀
状 

雑
煮
食
べ
郷
里
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て 

注
連
縄
飾
舞
妓
行
き
交
う
祇
園
町 

注
連
縄
飾
り
少
な
く
な
り
け
り
門
の
上 

若
き
日
の
父
の
威
厳
や
注
連
縄
飾 

雪
化
粧
朝
日
に
映
え
る
嵐
山 

初
詣
米
寿
祝
の
バ
ッ
ク
さ
げ 

コ
ン
ビ
ニ
の
ど
の
店
先
も
恵
方
巻 

注
連
縄
飾
少
し
見
栄
は
り
大
振
り
に 

佐
伯 

佐
伯 

進
藤 

野
一 

爽
風 

紫
峰 

陵
南 

桜
井 

巽 野
一 

進
藤 

巽 陵
南 

巽 爽
風 

     

✧ 

春
風
を
追
い
抜
き
駆
け
る
一
年
生 

花
一
輪
梅
の
香
り
に
我
忘
れ 

た
お
や
か
な
手
触
り
う
ぶ
毛
桃
ふ
た
つ 

旧
暦
の
お
雛
飾
り
や
桃
の
花 

山
門
を
額
に
見
立
て
て
山
桜 

枝
葉
張
り
桜
ト
ン
ネ
ル
身
を
か
が
め 

桜
井 

宮
本 

野
一 

進
藤 

巽 宮
本 

 

✧ 

      

今
年
よ
り
小
さ
く
な
り
し
注
連
飾 

ひ
と
こ
と
の
添
え
書
き
嬉
し
年
賀
状 

初
詣
賽
銭
以
上
の
願
い
込
め 

母
の
味
な
か
な
か
出
せ
ぬ
雑
煮
か
な 

今
年
こ
そ
平
安
願
う
初
詣 

柏
手
が
ひ
と
き
わ
響
く
初
詣 

 

ウ
エ
ス
ト
が
悲
鳴
を
上
げ
る
雑
煮
か
な 

元
気
で
す
一
筆
添
え
る
年
賀
状 

陵
南 

桜
井 

桜
井 

爽
風 

巽 桜
井 

進
藤 

巽 

平成28年1月25日「喜久屋 駒井」にて 

く
に 

同好会 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

し
ゅ
ぬ
り
ぜ
ん 

こ
と
ほ 



（
✧･･･

各
句
会
の
最
多
得
票
句
を
示
し
て
い
ま
す
。） 

 追
記 俳

句
は
難
し
い
と
思
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
ル

ー
ル
は
い
た
っ
て
簡
単
で
す
。
五
・
七
・
五
の
十
七
文

字
で
ま
と
め
る
こ
と
と
、季
語
を
一
つ
織
り
込
む
こ
と
、

こ
の
二
つ
で
す
。
季
語
が
二
つ
入
る
の
は
一
般
的
に
ダ

メ
と
さ
れ
、
私
は
よ
く
こ
の
〝
季
語
ダ
ブ
り
〟
を
や
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

同
好
会
の
句
会
で
は
先
輩
が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し

て
下
さ
る
の
で
安
心
で
す
が
、
今
回
の
四
十
九
句
の
中

に
も
季
語
ダ
ブ
り
の
句
が
混
ざ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 
  

季
語
ダ
ブ
り 

お
酒
が
許
す 

初
句
会 

(

爽
風
） 

 

字
余
り
、
季
語
な
し
、
季
語
ダ
ブ
り
、
大
い
に
歓
迎

で
す
。
あ
な
た
も
是
非
ご
入
会
く
だ
さ
い
。 山

科 

爽
風 

 
俳
句
同
好
会
参
加
者 

正 
会 

員 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一
（
野
一
） 

㈱
昭
和
電
工
社 

 
 
 

進
藤 

久
和 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

㈱
日
本
電
気 

 
 
 
 

松
井 

章 

（
紫
峰
） 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 
隆
雄
（
爽
風
） 

 
 
 

特
別
参
加 

三
木 

一
義
（
窓
外
） 

  
 

投 
 

句 

巽 
 

信
吾
（
事
務
局 

元
職
員
） 

桜
井 

舞
子
（
事
務
局 

元
職
員
） 

                       
                  

ぼ
ん
ぼ
り
と
都
を
ど
り
で
春
を
知
り 

青
に
よ
し
仲
良
く
浮
か
び
花
い
か
だ 

春
風
に
乗
っ
て
聞
こ
え
る
遊
び
の
声 

や
か
た
船
桜
ち
り
ば
め
川
く
だ
り 

春
風
に
背
を
伸
ば
し
行
く
土
提
の
径 

 

い
ま
少
し
残
れ
ば
よ
き
に
花
ふ
ぶ
き 

春
風
に
散
り
行
く
花
び
ら
送
る
道 

畦
道
で
踏
ま
な
い
よ
う
に
つ
く
し
ん
ぼ 

白
い
傘
桜
ふ
ぶ
き
で
色
を
変
え 

 

花
弁
の
浮
か
び
し
盃
に
月
映
し 

き
そ
い
咲
く
桜
の
愁
い
わ
が
想
い 

桜
散
る
酔
え
ば
同
じ
や
花
の
宴 

庭
の
木
も
眠
り
か
ら
覚
め
春
の
雨 

梅
香
り
思
わ
ず
背
伸
び
深
呼
吸 

木
も
れ
日
に
踏
む
を
迷
う
春
の
道 

梅
の
香
に
ふ
と
立
ち
止
ま
る
散
歩
道 

水
落
ち
る
春
風
に
起
つ
獅
子
落
脅
し 

 
老
梅
の
枝
懸
命
に
天
を
向
き 

佐
伯 

紫
峰 

宮
本 

佐
伯 

爽
風 

紫
峰 

桜
井 

巽 佐
伯 

紫
峰 

野
一 

進
藤 

爽
風 

桜
井 

紫
峰 

巽 野
一 

爽
風 

  

春
風
に
吹
か
れ
て
遊
ぶ
シ
ャ
ボ
ン
玉 

窓
ご
し
に
梅
一
輪
の
か
れ
ん
さ
や 

巽 宮
本 

そ
ら 

た 
 

 
 

 
 

お
と
し 

み
ち 

同好会 
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